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蕨
市
議
会
９
月
定
例
会
（
９

月
１
日
か
ら　

日
）
は
、
市
長

３０

提
出
議
案　

件
を
す
べ
て
可
決

１３

・
認
定
し
、
陳
情
は
不
採
択
と

し
ま
し
た
。
日
本
共
産
党
市
議

団
は
、
議
案
・
陳
情
す
べ
て
に

賛
成
し
ま
し
た
。

く
ら
し
を
支
え
る 

市
政
が
前
進

　

２
０
１
５
年
度
蕨
市
一
般
会

計
決
算
の
審
議
で
は
、
蕨
市
政

が
、
頼
高
市
長
の
も
と
で
、
土

地
開
発
公
社
負
債
の
圧
縮
を
進

め
な
が
ら
、
市
民
の
く
ら
し
を

支
え
る
運
営
が
お
こ
な
わ
れ
た

こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

２０１５年４月に開設した「いきいきタウ
ン蕨」（南町２丁目）で（左から梶原、
宮下、鈴木、山脇各市議）

時間：午後２時～４時
場所：市役所４階　日本共産党市議団控室

日本共産党市議団の市民相談
お気軽にお声掛けくださいお気軽にお声掛けくださいお気軽にお声掛けください

9日㈬ 22日㈫11月11月 12月12月 7日㈬ 21日㈬

☎432－3590当日の
電話は相談無料

　

安
倍
政
権
は
景
気
が
上
向
い

て
い
る
と
言
い
ま
す
が
、
蕨
市

民
の
実
態
は
、
所
得
３
百
万
円

以
下
の
給
与
所
得
者
が
、　

年
０８

度
の　

・
３
％
か
ら　

年
度
の

３３

１５

　

・
４
％
に
増
え
る
な
ど
、
市

３７民
の
所
得
は
減
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
中
、
頼
高
市
長
は
、

国
が
や
ら
な
い
こ
と
で
も
市
民

の
切
実
な
願
い
を
実
現
す
る
仕

事
と
し
て
、
国
保
税
の
税
率
す

え
お
き
、
小
学
校
で
の　

人
程

３５

度
学
級
の
実
施
、
錦
町
区
画
整

理
へ
の
繰
り
出
し
金
拡
大
な
ど
、

　

年
度
も
努
力
を
続
け
ま
し
た
。

１５さ
ら
に
、
国
の
制
度
も
活
用
し
、

第
３
子
の
保
育
料
無
料
化
の
拡

支
援
事
業
、
な
ど
を
新
た
に
始

め
ま
し
た
。

　

錦
町
土
地
区
画
整
理
会
計
決

算
で
は
、
国
の
補
助
金
が
全
国

的
に
減
っ
て
い
る
問
題
が
あ
り
、

党
市
議
団
は
対
策
を
要
望
し
ま

し
た
。
市
立
病
院
会
計
決
算
は

約
６
千
万
円
の
赤
字
で
し
た
が
、

今
年
８
月
に
整
形
外
科
常
勤
医

師
が
就
任
す
る
な
ど
、
経
営
は

改
善
傾
向
で
す
。

国
の
介
護
保
険 

大
改
悪
に
反
対

　
　

年
度
は
、
安
倍
政
権
に
よ

１５

っ
て
介
護
保
険
の
改
悪
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
主
な
内
容
は
、
①

要
支
援
者
の
う
ち
訪
問
介
護
・

通
所
介
護
を
保
険
給
付
か
ら
切

り
離
す
こ
と
②
特
養
ホ
ー
ム
の

入
所
を
原
則
要
介
護
３
以
上
に

限
定
③
年
金
収
入
２
８
０
万
円

以
上
等
の
利
用
料
を
２
倍
へ
と

引
き
上
げ
（
３
１
３
人
が
対

象
）
④
低
所
得
で
も
預
貯
金
が

一
定
額
あ
れ
ば
施
設
の
部
屋
代

や
食
事
代
の
補
助
を
減
ら
す

（　

人
が
該
当
）
と
い
う
も
の
。

１１
党
市
議
団
は
介
護
保
険
会
計
決

算
に
質
疑
し
、
市
民
へ
の
影
響

を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、

安
倍
政
権
の
も
と
で
狙
わ
れ
て

い
る
介
護
保
険
の
さ
ら
な
る
改

悪
に
反
対
す
る
立
場
を
示
し
ま

し
た
。

学
童
保
育
室
と 

認
可
保
育
園
を
増
設

一
般
会
計
補
正
予
算　

　

内
容
は
、
錦
町
地
区
と
中
央

東
地
区
に
学
童
保
育
室
を
増
設

す
る
た
め
の
費
用
、
来
年
４
月

に
定
数　

人
の
民
間
認
可
保
育

６０

園
を
整
備
す
る
補
助
金
、
今
年

　

月
か
ら
定
期
予
防
接
種
と
な

１０っ
た
小
児
用
Ｂ
型
肝
炎
ワ
ク
チ

ン
の
接
種
の
費
用
、
な
ど
を
計

上
し
ま
し
た
。
党
市
議
団
は
議

会
質
疑
で
詳
細
を
確

認
。
市
民
要
望
に
沿

っ
た
一
層
の
充
実
な

ど
を
求
め
ま
し
た
。

戸
田
競
艇
組
合
の
規
約
変
更

　

戸
田
競
艇
組
合
に
地
方
公
営

　

政
務
活
動
費
の
不
正
使
用

が
一
部
の
議
会
で
問
題
と
な

っ
て
い
ま
す
。
蕨
市
議
会
で

は
毎
年
９
月
の
議
会
だ
よ
り

で
政
務
活
動
費
の
執
行
状
況

を
公
開
し
て
い
ま
す
が
、
何

に
い
く
ら
使
っ
た
の
か
は
不

明
で
す
。
ま
た
、
市
民
が
詳

細
を
調
べ
る
に
は
情
報
公
開

請
求
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

　

日
本
共
産
党
蕨
市
議
団
は
、

議
会
活
動
の
透
明
性
を
高
め
、

市
民
へ
の
説
明
責
任
を
果
た

す
た
め
、
２
０
１
４
年
度
使

用
分
か
ら
、
政
務
活
動
費
の

使
い
道
を
独
自
に
公
開
し
、

２
０
１
５
年
度
分
は
９
月
に

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
ま

し
た
。
党
市
議
団
は
、
蕨
市

議
会
と
し
て
も
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
の
領
収
書
公
開
や
関
係

資
料
の
閲
覧
制
度
の
実
施
等

を
進
め
る
よ
う
主
張
し
て
い

ま
す
。

企
業
法
の
全
部
を
適
用
す
る
規

約
変
更
が
、
構
成
三
市
の
９
月

議
会
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
こ

れ
は
、
組
合
か
ら
の
配
分
金
を

安
定
的
に
確
保
す
る
な
ど
の
目

的
で
提
案
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

南
ス
ー
ダ
ン
で
Ｐ
Ｋ
Ｏ
活
動

に
あ
た
る
自
衛
隊
に
「
駆
け
つ

け
警
護
」
な
ど
の
新
た
な
任
務

が
付
与
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
は
憲
法
の
禁
止
す
る

武
力
行
使
で
あ
り
、
自
衛
隊
を

「
殺
し
殺
さ
れ
る
」
状
況
に
直

面
さ
せ
る
も
の
と
し
て
認
め
ら

れ
ま
せ
ん
。

　

陳
情
は
、
任
務
拡
大
を
行
わ

な
い
こ
と
、
安
保
法
制
・
戦
争

法
を
廃
止
す
る
こ
と
を
求
め
る

意
見
書
を
国
に
提
出
し
て
ほ
し

い
と
い
う
も
の
で
す
。

　

党
市
議
団
は
、
戦
争
法
が
憲

法
違
反
の
法
律
で
あ
る
こ
と
に

加
え
、
南
ス
ー
ダ
ン
が
内
戦
状

態
に
あ
り
Ｐ
Ｋ
Ｏ
参
加
５
原
則

か
ら
外
れ
た
状
況
に
あ
る
こ
と

等
、
現
実
の
危
険
性
を
指
摘
。

安
倍
政
権
の
下
で
の
憲
法
改
悪

の
動
き
に
つ
い
て
も
危
険
性
を

示
し
陳
情
の
採
択
を
訴
え
ま
し

た
。
こ
れ
に
対
し
、
新
生
会
・

公
明
党
が
反
対
。
陳
情
は
不
採

択
と
な
り
ま
し
た
。

ああ
っっ
たた
かか
市市
政政
のの
推推
進進
をを

あ
っ
た
か
市
政
の
推
進

あ
っ
た
か
市
政
の
推
進
をを
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　特養ホームの新設により市
民の待機者は１３１人から３９人
へと減少。さらなる特養の増
設を求めていきます。
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政
務
活
動
費
に
つ
い
て
の
見
解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解

大
、
家
具
転
倒
防
止
器

具
設
置
補
助
金
、
３
世

代
ふ
れ
あ
い
家
族
住
宅

取
得
補
助
金
、
介
護
保

険
料
・
第
１
段
階
の
軽

減
、
生
活
困
窮
者
自
立
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南
ス
ー
ダ
ン
Ｐ
Ｋ
Ｏ
の
任
務
拡
大
ス
ト
ッ
プ
！！！！！！！！！！！！！！！！！

市
民
が
陳
情

戦戦
争争
法法
はは
廃廃
止止
をを

戦
争
法
は
廃
止

戦
争
法
は
廃
止
をを



【
山
脇
】
就
学
援
助
の
新
入
学

学
用
品
費
の
金
額
と
時
期
は
。

【
教
育
長
】
７
月
に
小
学
校
２

０
４
７
０
円
、
中
学
校
２
３
５

５
０
円
を
支
給
。

【
山
脇
】
実
情
に
合
わ
せ
３
月

に
支
給
す
る
よ
う
要
望
す
る
。

【
山
脇
】
子
ど
も
食
堂
の
取
り

組
み
を
、
公
民
館
で
推
進
し
て

い
く
考
え
は
な
い
か
。

【
教
育
長
】「
こ
ど
も
食
堂
」
は
、

市
民
団
体
「
ぽ
っ
か
ぽ
っ
か
」

が
西
公
民
館
を
会
場
に
今
年
５

月
か
ら
（　

月
以
降
は
月
２
回

１０

木
曜
日
）
子
ど
も
か
ら
大
人
ま

で
を
対
象
に
行
っ
て
い
る
。
公

民
館
の
役
割
の
中
で
、
ど
の
よ

う
な
協
力
等
が
可
能
か
研
究
し

て
い
き
た
い
。

【
山
脇
】
児
童
扶
養
手
当
の
申

請
の
た
め
、
休
日
の
受
付
を
増

や
し
て
い
く
考
え
は
な
い
か
。

【
部
長
】
毎
年
８
月
に
日
曜
日

午
前
中
に
受
付
。
担
当
す
る
職

員
の
負
担
等
を
考
慮
し
、
研
究

し
た
い
。
２
年
以
内
に
手
続
き

す
れ
ば
さ
か
の
ぼ
り
支
給
で
き

る
。
８
月
を
過
ぎ
て
も
届
け
出

は
受
け
付
け
る
。

◆
特
別
支
援
教
育
の
推
進
を

【
山
脇
】
要
望
し
て
き
た
特
別

支
援
学
級
の
新
設
の
見
通
し
と

準
備
状
況
は
ど
う
か
。

【
教
育
長
】
来
年
度
、
東
小
学

校
、
西
小
学
校
、
東
中
学
校
に

新
設
す
る
準
備
を
進
め
て
い
る
。

【
山
脇
】
中
学
校
へ
の
通
級
指

導
教
室
の
設
置
を
要
望
す
る
。

◆
他
に
コ
ミ
バ
ス
の
拡
充
を
質

問
。

◆
水
害
対
策
の
推
進
を　

土
の

う
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
や
情
報
発
信

の
充
実
等
を
求
め
る

【
鈴
木
】
８
月　

日
の
豪
雨
で

２２

は
浸
水
等
が
発
生
し
た
。
災
害

時
に
集
中
す
る
通
報
に
対
応
す

る
特
別
の
職
員
体
制
を
検
討
す

べ
き
。
ま
た
、
土
の
う
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
は
増
設
が
必
要
で
は
。

【
部
長
】
現
在
の
設
置
箇
所
は

適
切
と
考
え
る
が
増
設
の
要
望

が
あ
れ
ば
検
討
し
た
い
。

【
鈴
木
】
豪
雨
時
、
降
雨
状
況

等
の
情
報
を
広
報
で
き
な
い
か
。

【
部
長
】
台
風
接
近
に
よ
る
浸

水
被
害
が
予
想
さ
れ
る
場
合
等
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
雨
量
見
込

み
等
を
お
知
ら
せ
し
て
い
る
。

台
風
以
外
の
場
合
は
難
し
い
。

【
鈴
木
】
消
防
や
ポ
ン
プ
場
の

雨
量
等
を
随
時
公
表
す
る
こ
と

は
防
災
上
有
効
。
ぜ
ひ
検
討
を
。

◆
留
守
家
庭
児
童
指
導
室
（
学

童
保
育
）
指
導
員
の
研
修

【
鈴
木
】
指
導
員
の
待
遇
改
善

を
要
望
。
研
修
の
実
施
状
況
は
。

【
部
長
】
昨
年
度
は
県
の
研
修

５
件
に
延
べ　

人
、
市
の
研
修

３６

１
件
に　

人
が
参
加
し
た
。

３４

【
鈴
木
】
学
童
保
育
で
の
児
童

の
「
問
題
行
動
」
な
ど
は
学
校

や
家
庭
の
反
映
で
も
あ
る
と
の

見
解
が
あ
る
。
身
近
に
も
見
ら

れ
る
事
例
で
あ
り
適
切
な
対
応

が
児
童
の
成
長
に
と
っ
て
必
要
。

研
修
の
一
層
の
充
実
、
学
校
や

教
員
と
の
連
携
、
相
談
体
制
の

充
実
等
を
求
め
る
。

◆
他
に
、
市
内
業
者
の
育
成
と

駅
東
口
の
駐
輪
環
境
を
質
問

【
宮
下
】
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
（
※
）
性

的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
当
事
者
は

人
口
の
７
・
６
％
に
当
た
る
と

の
調
査
結
果
が
あ
る
。　

人
に

１３

１
人
、
小
中
学
校
の
ひ
と
ク
ラ

ス
に
２
〜
３
人
と
推
定
さ
れ
る
。

理
解
を
深
め
て
い
く
必
要
が
あ

る
と
思
う
が
蕨
市
と
し
て
ど
う

か
。

【
部
長
】
蕨
市
将
来
ビ
ジ
ョ
ン

「
人
権
意
識
の
高
揚
」
の
諸
施

策
に
着
実
に
取
組
み
、
人
権
を

尊
重
す
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指

し
て
教
育
・
啓
発
に
取
組
む
。

【
宮
下
】
職
員
研
修
に
「
性
的

マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
」
の
講
演
を
開

い
て
ほ
し
い
が
ど
う
か
。

【
部
長
】
今
後
検
討
し
た
い
。

【
宮
下
】
小
・
中
学
校
で
性
的

マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
児
童
・
生
徒

等
に
対
す
る
相
談
体
制
、
支
援

体
制
の
整
備
は
。

【
部
長
】
重
要
な
問
題
と
認
識
。

相
談
・
支
援
体
制
は
相
談
に
対

し
関
係
機
関
や
相
談
で
き
る
場

の
情
報
提
供
に
努
め
て
い
る
。

【
宮
下
】
保
健
室
に
書
籍
を
置

い
た
り
ポ
ス
タ
ー
を
貼
っ
た
り

し
て
相
談
し
や
す
い
環
境
作
り

を
し
て
ほ
し
い
。

◆
錦
町
土
地
区
画
整
理
元
蕨
法

ヶ
田
線
周
辺
の
整
備
に
つ
い
て

　

西
小
学
校
裏
門
前
の
工
事
で
、

児
童
の
安
全
面
へ
の
配
慮
や
近

隣
住
民
へ
の
周
知
な
ど
、
丁
寧

に
対
応
す
る
よ
う
に
要
望
し
た
。

　

安
倍
政
権
が
昨
年
成
立
さ
せ

た
医
療
保
険
法
の
改
悪
で
、
２

０
１
８
年
４
月
か
ら
、
国
保
が

県
単
位
に
広
域
化
さ
れ
、
税
率

値
上
げ
圧
力
が
高
ま
り
ま
す
。

私
は
、
税
率
を
県
内
で
低
い
水

準
に
抑
え
て
い
る
努
力
を
続
け

る
こ
と
を
求
め
ま
し
た
。

【
市
民
生
活
部
長
】
所
得
に
占

め
る
保
険
税
の
割
合
は
、
国
保

　

・
３
％
、
協
会
け
ん
ぽ
７
・

１０６
％
、
健
康
保
険
組
合
５
・
６

％
、
国
保
加
入
者
の
負
担
が
重

い
。（
今
後
の
税
率
は
）県
か
ら

示
さ
れ
る　

年
度
試
算
用
の
標

１７

準
保
険
税
率
に
も
と
づ
き
、
現

行
税
率
と
の
違
い
、
加
入
者
の

負
担
、
財
政
状
況
な
ど
を
総
合

的
に
検
討
し
て
い
く
。

【
梶
原
】
市
長
の
見
解
は
。

【
頼
高
市
長
】
国
が
財
政
的
責

任
を
果
た
す
の
が
一
番
だ
と
、

市
長
と
し
て
発
言
し
て
き
た
。

法
律
改
正
を
ふ
ま
え
、
国
民
皆

保
険
の
要
で
あ
る
と
い
う
国
保

の
意
義
、
市
民
の
く
ら
し
を
守

る
と
い
う
市
政
運
営
の
基
本
を

堅
持
し
て
、
市
国
保
の
具
体
的

な
運
営
を
検
討
し
た
い
。

◆
住
宅
耐
震
化
促
進
を

【
梶
原
】
国
の
補
正
予
算
（
補

助　

万
円
上
乗
せ
）
を
活
用
し

３０
耐
震
化
を
さ
ら
に
進
め
る
べ
き
。

【
都
市
整
備
部
長
】
制
度
活
用

を
積
極
的
に
検
討
し
た
い
。

◆
北
町
１
歩
道
橋
に
手
す
り
を

【
部
長
】
県
が
管
理
す
る
歩
道

橋
で
手
す
り
が
な
い
も
の
が
３

橋
あ
る
。
さ
い
た
ま
県
土
整
備

事
務
所
に
要
望
す
る
。
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市
民
の
く
ら
し
を
守

る
姿
勢
を
堅
持
す
る

們
市
長
・
国
保
の
広

域
化
へ
見
解
を
表
明

 
梶   
原 　
 
秀   
明 

か
じ 

わ
ら 

ひ
で 

あ
き

市
会
議
員
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中小企業診断士

性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ

に
対
す
る
理
解
の
促

進
と
支
援
に
つ
い
て

 
宮   
下 　
 
奈   
美 

み
や 

し
た 

な 

み

市
会
議
員

水
害
対
策
、
留
守
家

庭
児
童
指
導
室
の
運

営
等
に
つ
い
て
質
問

 
鈴   
木 　
　
  
智 

す
ず 

き 

さ
と
し

市
会
議
員

フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク

ツ
ィ
ッ
タ
ー
で
も
発
信
中

子
ど
も
の
貧
困

を
解
決
す
る
た

め
に

 
山   
脇 　
 
紀   
子 

や
ま 

わ
き 

の
り 

こ

市
会
議
員

フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
で
発
信
中

（
※
）
レ
ズ
ビ
ア
ン
の
Ｌ
、
ゲ
イ

の
Ｇ
、
バ
イ
セ
ク
シ
ャ
ル
の
Ｂ
、

ト
ラ
ン
ス
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
Ｔ
の
頭

文
字
を
と
っ
た
も
の
。


